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Ⅰ．事業概要 

 

１．事業目的 

 

視覚障害と聴覚障害を併せ持ついわゆる「盲ろう者」の外出支援には、盲ろう者向け

通訳・介助員派遣事業に加え、同行援護の利用が考えられるが、同行援護は、主に視覚

のみの障害者を対象としたサービスであり、同行援護従業者養成研修では、盲ろう者と

のコミュニケーション技術の習得までは求めていないことから、盲ろう者から利用しに

くいとの声がある。盲ろう者が同行援護を利用しやすくするためには、同行援護のサー

ビス提供者が、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修を修了した同行援護従業者か、もし

くは同行援護従業者養成研修を修了した盲ろう者向け通訳・介助員が担当することが望

ましいと考えられる。 

現状の両研修には、それぞれ移動の支援に係るカリキュラムがあるなど、内容が類似

する点があることから、両研修を相互に修了しやすくするよう、カリキュラムの整理・

見直しができれば、それぞれの研修の修了者が効率的に両方の研修を修了することが可

能となる。盲ろう者に対して、同行援護のサービスを両研修の修了者が提供することに

なれば、盲ろう者が同行援護を利用しやすくなると考えられるため、本事業では、盲ろ

う者向け通訳・介助員養成研修と同行援護従業者養成研修について、一方の研修修了者

が、他方の研修を受講するときのカリキュラムの一部免除等の在り方についての提言や、

新たなカリキュラム案の方向性を導き出すこと目的とする。 

 

２．研究プロセス 

 

（１）有識者や当事者団体等を交えた検討委員会の実施 

有識者や当事者団体等を交えた検討委員会を組織し、検討会において、以下の５項目

について議論する。 

・現状の同行援護従業者養成研修および盲ろう者向け通訳・介助員養成研修におけ

る、それぞれの個別の要素と共通化できる要素の分類・抽出 

・抽出された共有化できる要素を基にした、同行援護従業者養成研修修了者が盲ろう

者向け通訳・介助員養成研修を受講する際の免除項目と、盲ろう者向け通訳・介助

員養成研修修了者が同行援護従業者養成研修を受講する際の免除項目の設定 

・その設定内容に基づいた研修カリキュラム案および免除カリキュラム案を策定 

・検討委員会において当事者団体（全国盲ろう者協会・日本盲人会連合会）による意

見を聴取し、その意見を踏まえたカリキュラム案の検討 

・収集文献およびヒアリング調査結果を踏まえたカリキュラム案の作成 
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（２）既存関連調査結果および関連文献の収集・整理 

 

過去に実施された関連調査結果報告や、関連する研修プログラム、研修テキスト等を

収集・整理を行い、検討委員会においてカリキュラム素案の作成のための基礎資料を作

成する。 

       

（３）研修カリキュラム案の作成 

 

調査結果および検討会での議論を踏まえ、同行援護従業者養成研修と、盲ろう者向け

通訳・介助員養成研修の個別要素と共通要素を踏まえ、研修カリキュラム（免除カリキ

ュラム）を構築する。 

  

（４）成果の公表計画 

① ホームページによる公開 

② 都道府県障害保健福祉主管課および関連団体への報告書の配布 
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３．事業実施体制（委員一覧） 

  

報償費の

支払の有無

1 和洋女子大学 有 ・ 無

2 慶應義塾大学 有 ・ 無

3
特定非営利活動法人
地域創生研究所

有 ・ 無

4 宮城教育大学 有 ・ 無

5
社会福祉法人　日本盲人会連合

常務理事
有 ・ 無

6
社会福祉法人　日本盲人会連合

同行援護事業所等連絡会　事務局長
有 ・ 無

7
社会福祉法人　日本盲人会連合
同行援護事業所等連絡会　事務局

有 ・ 無

8
社会福祉法人　全国盲ろう者協会

常務理事・事務局長
有 ・ 無

9
社会福祉法人　全国盲ろう者協会

事務局次長
有 ・ 無

10
東京都盲ろう者支援センター

センター長
有 ・ 無

高間　恵子

番号 所　属 氏　名

髙木　憲司

中野　泰志

坂本　洋一

三科　聡子

橋井　正喜

金村　厚司

山下　正知

橋間　信市

前田　晃秀

厚生労働省担当課・室職員
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Ⅱ．盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研修の概要 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研修を相互に修了しやすく

するよう、カリキュラムの整理・見直しを実施するにあたり、両研修の概要を整理した。 

はじめに、現在、制度上定められている各研修のカリキュラムを整理する。その後、既

存文献調査及び各団体からの聞き取りにより、実際に両研修がどのように実施されている

のか、その実態を明らかにする。 

 

１．研究カリキュラム  

（１）盲ろう者向け通訳・介助員養成研修カリキュラム 

 盲ろう者向け通訳・介助員養成研修のカリキュラムは以下の通りである。 

障害福祉サービスの在り方等に関する論点整理のためのワーキンググループ

「手話通訳等を行う者の派遣その他の聴覚、言語機能、音声機能その他の障害

のため意思疎通を図ることに支障がある障害者等に対する支援の在り方に関

する論点整理のための作業チーム」（平成 27 年 9 月）資料より 
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（２）同行援護従業者養成研修カリキュラム 

  同行援護従業者養成研修のカリキュラムは以下の通りである。 
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鹿児島県同行援護従業者養成研修実施要綱 別紙より 

※カリキュラムは「指定居宅介護の提供に当たる者として厚生労働大臣が定めるもの」（平成 18年 9月 29日 厚

生労働省告示 538号）別表 4及び別表 5による。 
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２．研修の実態 

（１）盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の実態 

 ①「盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業」「盲ろう者向け通訳・介助員養成研

修事業」実態調査報告書 

  盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の実態について、「平成 28 年度『盲ろう者向け通

訳・介助員派遣事業』『盲ろう者向け通訳・介助員養成研修事業』実態調査報告書」（～

日本のヘレン・ケラーを支援する会®～社会福祉法人 全国盲ろう者協会）では以下のよ

うな調査結果を示している。 

 ■アンケート調査結果 
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■追加調査結果（記述回答） 
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■調査結果考察 

派遣事業と同様に、養成研修事業も指定都市、中核市の必須事業となっているが、養

成・現任研修の交互開催を行っている自治体もあるため、昨年度の報告書に示した「年

度ごと」の実施状況では、全体の状況が把握しづらいことから、本年度は「基礎情報」

として、年度に関わらず、自治体が養成研修事業の実施主体になっているか、養成研修

事業の実施団体の種別について、多角的分析にて明らかにした。 

平成２７年度時点では養成研修事業の実施主体ではなかった福井県では、２８年度か

ら養成研修の実施予算が組まれた。一方、都道府県単位で見ると、青森県・香川県は養

成研修事業が行われていない。 

香川県の場合、平成２３年度までは養成研修会が実施されていたものの、その後４年

間は行われておらず、代わりに県が実施主体となって、現任研修を友の会が行っている。

平成２４年度の調査では、同県の通訳・介助員数は１１４人で、本年度の登録数１１３

人とほぼ変わっていない。また、登録盲ろう者数も平成２４年度も今年度も１０人と、

横ばい状況である。一方で、盲ろう者に関する実態調査(平成２４年度)によると、香川

県内の推計盲ろう者数は１８２人であり、支援の手が届いていない盲ろう者の掘り起こ

しが必要であると思われる。 

香川県に限らず、掘り起こしの結果、新たな通訳・介助員のニーズが生まれることが

想定されるため、養成研修会を実施するノウハウを蓄積していくことは、重要であろう。

本年度の調査では、平成２９年度は養成研修を行わない自治体や、養成研修と現任研修

の交互開催を行っている自治体もある。さらに、平成２７年度における全国の養成研修
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会の応募者数は平均１７．３人であったが、中には応募者３人という地域もあり、費用

対効果の観点から、今後、養成研修会の開催方法を見直す自治体が増えることも考えら

れる。一方、国が示した標準カリキュラムの実施状況については、必須科目の時間数（４

２時間）を満たす実施団体は、平成２７年度実績で３８団体、平成２８年度予定で３６

団体である。 

さらに選択科目も含めた８４時間のカリキュラムを満たす実施団体は、平成２７年度

実績、及び平成２８年度予定ともに５団体である。 

カリキュラムの充足度という観点から見ると、第４部の記述回答にも示した通り、必

修科目４２時間、また選択科目を含めた８４時間の研修を実施してもなお、研修時間が

足りない、という声が寄せられている。その背景には、多岐に渡る盲ろう者のコミュニ

ケーション手段を習得する困難さがあり、中でも、点字や手話等の知識を持たない初心

者の養成について懸念している実施団体が多いように見受けられる。しかし、４３実施

団体中、受講要件として手話技能を設けているのは８団体、点字技能は７団体である。

応募者数の低調さや、通訳・介助員の不足、特に平日活動できる人員が不足しているこ

とから、間口を広く設けておきたいという実施団体のジレンマが垣間見える状況である。

また、登録通訳・介助員の高齢化が問題になってきている地域もあり、年齢制限を設け

る実施団体も見受けられた。 
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②全国盲ろう者協会の意見 

  また、全国盲ろう者協会は、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び盲ろう者向け通

訳・介助員の運用に関して、以下のような意見を述べている。 

 

■盲ろう者向け通訳・介助員養成研修について 

 ・盲ろう者向け通訳・介助員養成研修のカリキュラムは、各地域の予算の範囲内で組み

立てられており、地域によっては研修実施時間が 84 時間から 30 時間までばらつきが

ある。質の担保のために、地域格差のないカリキュラムの作成が必要。 

・盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の実施カリキュラムは、都道府県の裁量となって

おり、都道府県によっては予算の関係上やっていない科目がある。 

 ・講師の質の担保に関しては、全国各地に呼びかけ指導者養成研修を実施している。 

 ・地域間格差に関しては、平成 25年に平準化した養成カリキュラムの普及を呼びかけて

いくしかない。 

 ・現在大阪府では、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の 84時間の中に、同行援護の 20

時間が全て包括されているとみなしており、盲ろう者向け通訳・介助員が同行援護従

業者として活動できる形となっている。 

 

■盲ろう者向け通訳・介助員の運用について 

・現在、盲ろう者向け通訳・介助員として活躍している人の中には、聴覚障害者の方も

存在する。そうした方は、指点字等でのコミュニケーション方法を行っており、声掛

けを行わない支援を実施している。 

・兵庫盲ろう者友の会で同行援護事業所を立ち上げて運用しており、登録されている利

用者は大半が盲ろう者だが、単一の視覚障害の方も 1 名登録している。しかし、登録

されているだけであり、派遣はほとんどない状態である。 
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（２）同行援護従業者養成研修の実態 

 ①「同行援護に関する実態把握と課題について」調査 

同行援護従業者養成研修の実態について、「厚生労働省平成２５年度障害者総合福祉推進

事業『同行援護に関する実態把握と課題について』調査」（株式会社ピュアスピリッツ）で

は以下のような調査結果を示している。 
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 ②視覚障害者の同行援護事業に関する実態把握と課題における調査研究 

  また、「視覚障害者の同行援護事業に関する実態把握と課題における調査研究事業報告

書」（社会福祉法人日本盲人会連合）では、同行援護従業者養成研修の実態調査として、

以下のような調査結果を示している。 
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 ③日本盲人会連合の意見 

  日本盲人会連合は、同行援護従業者養成研修に関して以下のような意見を述べている。 

 

■研修の実態把握 

 ・同行援護に盲ろう者の利用者が来ることがあり、その際に障害特性が違うため対応が

難しいという話がある。 

・同行援護はきちんとテキストを整備しているにも関わらず、全国的に質の担保が出来て

いない。質の担保が出来ていない理由の一つとして、現場を知らずに研修だけをやって

いる研修機関の存在がある。 
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Ⅲ．盲ろう者向け通訳・介助員養成カリキュラムと同行援護従業者養成カリキ

ュラムの比較 

 

 盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研修のカリキュラムを確認

したうえで、両研修の内容を科目ごとに比較した。 

 比較にあたって、『同行援護従業者養成研修テキスト（第３版）』について、項レベルの

項目を抽出し、記述内容について、『盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会 指導者のため

の手引書』で対応しているかどうか（触れられているかどうか）について、全国盲ろう者

協会において確認した。同行援護従業者養成研修と盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の

研修科目名および研修項目で比較すると、比較的共通していると思われる項目が多くみら

れた。なお、各科目において記載されている研修比較表は、あくまでどの科目同士を比較

検討したのかを示すものであり、検討の結果共通する内容ｓであることを示すものではな

い。 

一方、上記の全国盲ろう者協会の対応関係について整理したものに対して、日本盲人会

連合において、研修内容について確認・比較した結果を○：全部対応、△：一部対応、×：

未対応の三段階で比較表内に表記した。内容について比較すると、必ずしも共通性が高い

科目とはいえないものもみられた。研修内容の比較においては、比較の視点やその目的に

よって評価が変わってくると考えられるため、相互の研修内容の比較・評価については、

今後さらなる検討を要する。 

 

１．視覚障害者（児）の福祉サービス 

研修科目で比較すると、共通する内容は「盲ろう者概論」（必修）が最も多く、次いで「盲

ろう者福祉制度概論」（選択）にて触れられているものが多い。 

一方、研修内容で比較した結果では、共通性がみられる科目はほとんどみられない。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

視
覚
障
害
者
（
児
）
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

 １章 １．障害者福祉に関する

動向 
× 

１７章 盲ろう者福祉

制度概論 

２．障害者総合支援法と障害者

向け福祉サービス 

盲ろう者福祉制

度概論 

１章 ２．障害者福祉の制度と

サービス 

△ 

１７章 盲ろう者福祉

制度概論 

２．障害者総合支援法と障害者

向け福祉サービス 

４．障害支援区分認定をうける

ことで受給できるサービス 

③主な介護給付のサービス（居

宅介護、同行援護、生活介護） 

盲ろう者福祉制

度概論 

１章 ３．視覚障害の概念と定

義 ①WHO の定義 
× 

１章 盲ろう者概論 １．盲ろう者とは（定義） 盲ろう者概論 

１章 ３．視覚障害の概念と定

義 ②視覚障害とは △ 

１章 盲ろう者概論 ６．盲ろう者のニーズと通訳・

介助 ①「盲ろう」という障害

の特徴とその困難 

盲ろう者概論 
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１章 ３．視覚障害の概念と定

義 ③教育・福祉分野の視覚障

害の定義 
△ 

１７章 盲ろう者福祉

制度概論 

１．障害の定義と盲ろう者 ①

身体障害者福祉法における障

害の定義,②身体障害者福祉法

における「盲ろう」の定義 

盲ろう者福祉制

度概論 

１章 ４．視覚障害の現状 ①

障害児・者の数 
× 

１章 盲ろう者概論 ２．盲ろう者の人数 盲ろう者概論 

１章 ４．視覚障害の現状 ②

日常生活の状況（外出状況の実

態） 

× 

１章 盲ろう者概論 ７．盲ろう者の地域生活の状況 盲ろう者概論 

１章 ５．視覚障害者の移動支

援制度の変遷  ①障害者自立

支援法以前の制度 

× 

１章 盲ろう者概論 ８．日本の盲ろう福祉の流れ 盲ろう者概論 

１章 ５．視覚障害者の移動支

援制度の変遷  ②支援費制度

における制度 

× 

      

１章 ５．視覚障害者の移動支

援制度の変遷  ③障害者自立

支援法以前の制度 

× 

１章 盲ろう者概論 ８．日本の盲ろう福祉の流れ 盲ろう者概論 

１章 ６．移動支援と同行援護 ×       

 

２．同行援護の制度と従業者の業務 

研修科目で比較すると、共通する内容は「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」

（必修）及び「通訳・介助員の心構えと倫理」（必修）が最も多く、次いで「盲ろう者概論」

（必修）、「移動介助実習Ⅰ」（必修）、「移動介助実習Ⅱ」（選択）、「盲ろう者福祉制度概論」

（選択）が多くなっている。さらに「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」（必修）、

「盲ろう通訳技術の基本」（必修）、にも該当する内容がある。 

一方、研修内容で比較した結果では、「同行援護の制度と従業者の業務」において、共通

性がみられる科目はわずかであった。 

同行援護従業者養成研修 内容 

比較 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

同

行

援

護

の

制

度

と

従

業

者

の

業

務  

２章 １．同行援護概論（前

文） 
× 

１７章 盲ろう者福祉制

度概論 

５．通訳・介助員派遣事業の

状況 ①通訳・介助員派遣事

業の位置づけと利用条件 

盲ろう者福祉制度

概論 

２章 １．同行援護概論 ①

行政、指定同行援護事業所、

視覚障害者との関係 
× 

１７章 盲ろう者福祉制

度概論 

４．障害支援区分認定をうけ

ることで受給できるサービ

ス ①障害支援区分、②サー

ビス受給までの流れ 

盲ろう者福祉制度

概論 

２章 １．同行援護概論 ②

指定同行援護事業所と視覚

障害者との関係 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 １．同行援護概論 ③

指定同行援護事業所と、行

政、同行援護事業所との関係 

× 

      

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ①同行援護の基
× 

１章 盲ろう者概論 ６．盲ろう者のニーズと通

訳・介助 ②通訳・介助員が

盲ろう者概論 
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礎知識 基本的に目指すもの 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ②同行援護従業

者の仕事を理解すること 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

１．通訳・介助員の業務 通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ③信頼関係 ○ 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

４．受容的態度～盲ろう者の

言葉や態度を柔軟に受け止

め、理解する 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 2．同行援護従業者の

職業倫理 ④声かけやあい

さつの大切さ 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

①待ち合わせ（業務開始前の

確認） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑤グループ（チー

ム）としての対応 

× 

      

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑥ルールを守り

プライバシーを保護しまし

ょう 

○ 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

７．盲ろう者のプライバシー

を守る（守秘義務） 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑦視覚障害者の

人格を尊重しましょう 

× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

３．個別的対応～一人ひとり

盲ろう者は異なり、支援方法

も異なる 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑧ゆとりある態

度で業務を遂行しましょう 

× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

４．受容的態度～盲ろう者の

言葉や態度を柔軟に受け止

め、理解する 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑨自分の業務に

対する振り返りを行いまし

ょう 

× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

８．自己研鑽～より良い通

訳・介助を提供できるよう自

分を磨く 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑩記録やメモを

残しましょう 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑪障害者虐待防

止法について 

- 

      

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑫障害者差別解

消法 

- 

      

２章 ２．同行援護従業者の

職業倫理 ⑬個人情報保護

法 

- 

      

２章 ３．同行援護の制度 

①同行援護サービスの創設 
× 

１章 盲ろう者概論 ８．日本の盲ろう福祉の流れ 盲ろう者概論 

２章 ３．同行援護の制度 

②同行援護の概要 × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

１．通訳・介助員の業務、２．

通訳・介助員が必要とされる

場面 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ４．同行援護制度の利

用 ①利用手続きの流れ 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１７章 盲ろう者福祉制

度概論 

４．障害支援区分認定をうけ

ることで受給できるサービ

ス ①障害支援区分 

盲ろう者福祉制度

概論 

２章 ４．同行援護制度の利

用 ②利用者負担 × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 



39 

 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ①目的別対応 

 

 

 

× 

 

 

 

 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

②移動（移動ルート確認、移

動中の会話、公共機関割引

等） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

③買い物 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

④通院 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・雨天時の支援 

移動介助実習Ⅰ 

１１章 盲ろう者通訳技

術の基本 

５．環境調整（重要性と留意

点） ①状況理解の重要性 

盲ろう通訳技術の

基本 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

⑤食事（外食） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

④通院 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ②サービス提供の流

れ 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ③事前の確認 
× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

１．シミュレーション～当日

の通訳・介助を想像する 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ④声掛けや挨拶 
× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

①待ち合わせ（業務開始前の

確認） ・声掛けと業務開始

時間の確認 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ⑤実務上の基本的確

認事項 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

①待ち合わせ（業務開始前の

確認） ・待ち合わせ場所・

時間 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

⑦解散（業務終了時の確認） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ⑥視覚障害者への対

応 

○ 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

４．受容的態度～盲ろう者の

言葉や態度を柔軟に受け止

め、理解する 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ⑦記録やメモを残す 
- 

      

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ⑧各種書類の提出 × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

３．通訳・介助員の依頼から

派遣および報告までの流れ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ５．同行援護従業者の

業務 ⑨業務に対する反省 ○ 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

８．自己研鑽～より良い通

訳・介助を提供できるよう自

分を磨く 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ６．リスクマネジメン

ト ①事前の確認 
× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

２．事前準備～業務に必要な

具体的準備を整える 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ６．リスクマネジメン

ト ②支援中の確認 
× 

      

２章 ６．リスクマネジメン × １２章 盲ろう者の移動 １．移動介助の基本 ②移動 移動介助実習Ⅰ 
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ト ③天候の確認 介助の基本 介助の流れ ・雨天時の支援 

２章 ６．リスクマネジメン

ト ④災害対応の確認 
- 

      

２章 ６．リスクマネジメン

ト ⑤道路環境の確認 ○ 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・危険地帯・障

害物の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 

２章 ６．リスクマネジメン

ト ⑥食事の確認 × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

⑤食事（外食） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ７．実務上の留意点 

①共通事項として留意すべ

きこと × 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

４．受容的態度～盲ろう者の

言葉や態度を柔軟に受け止

め、理解する 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

７．盲ろう者のプライバシー

を守る（守秘義務） 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ７．実務上の留意点 

②同行援護従業者として留

意すべきこと 

× 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

２．事前準備～業務に必要な

具体的準備を整える 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

６．業務専念義務～責任をも

って業務に取り組む 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

１０章 通訳・介助員の

心構えと倫理 

８．自己研鑽～より良い通

訳・介助を提供できるよう自

分を磨く 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

２章 ７．実務上の留意点 

③視覚障害者としての留意

点 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 

③買い物 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

２章 ７．実務上の留意点 

④制度的な留意点 
× 

１章 盲ろう者概論 ７．盲ろう者の地域生活の状

況 

盲ろう者概論 

２章 ８．移動に関係する制

度 ①ＪＲ各社の旅客運賃

割引 

× 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑨

電車の乗降 

移動介助実習Ⅱ 

２章 ８．移動に関係する制

度 ②民間鉄道 
× 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑨

電車の乗降 

移動介助実習Ⅱ 

２章 ８．移動に関係する制

度 ③バス 
× 

１２章 盲ろう者の移動

介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑩

バスの乗降 

移動介助実習Ⅱ 

２章 ８．移動に関係する制

度 ④タクシー 
- 

      

２章 ８．移動に関係する制

度 ⑤路面電車 
- 

      

２章 ８．移動に関係する制

度 ⑥乗船券 
- 

      

２章 ８．移動に関係する制

度 ⑦航空券 
- 

      

２章 ８．移動に関係する制

度 ⑧公共施設の入場券 
- 
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３．障害・疾病の理解① 

研修科目で比較すると、共通している内容は「視覚・聴覚障害の理解」（必修）が最も多

く、「盲ろう者概論」（必修）、「盲ろう者福祉制度概論」（選択）、「視覚・聴覚障害の理解」

（必修）に該当している内容もある。 

一方、研修内容で比較した結果でも、「障害・疾病の理解①」において、共通性がみられ

る科目が複数みられた。 

同行援護従業者養成研修 内容 

比較 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

障
害
・
疾
病
の
理
解
① 

 ３章 １．視覚障害者につい

ての理解 ①眼が見えな

い・みえにくい人とは 

 

○ 

 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ①

視覚の特徴 

視覚・聴覚障害の

理解 

１章 盲ろう者概論 ３．盲ろうの状態・程度 盲ろう者概論 

１章 盲ろう者概論 ４．盲ろうになるまでの経緯 盲ろう者概論 

３章 １．視覚障害者につい

ての理解 ②身体障害者手

帳制度 

× 

１７章 盲ろう者福

祉制度概論 

２．障害者総合支援法と障害

者向け福祉サービス 

盲ろう者福祉制度

概論 

３章 ２．視覚障害の実態と

ニーズ 
△ 

１章 盲ろう者概論 ７．盲ろう者の地域生活の状

況 

盲ろう者概論 

３章 ３．「見え」の構造 ①

眼球と視神経 
○ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ②

目の構造 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ３．「見え」の構造 ②

視力 
○ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ③

視機能とは 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ３．「見え」の構造 ③

視野 
△ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ③

視機能とは 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ①緑内障 
○ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ②糖尿病網膜症 
△ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ③網膜色素変性 
○ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ④黄斑変性 
△ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ⑤視神経萎縮 
- 

      

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ⑥白内障 
× 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ⑦網膜剥離 
- 

      

３章 ６．障害の原因疾患と

症状 ⑧その他 
○ 

２章 視覚・聴覚障害

の理解 

２．見えにくさについて ④

主な目の病気 

視覚・聴覚障害の

理解 
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４．障害者（児）の心理① 

研修科目で比較すると、共通している内容は「盲ろう者の日常生活とニーズ」（必修）が

最も多く、「盲ろう児の教育と支援」（選択）に該当している内容もある。 

一方、研修内容で比較した結果では、「障害者（児）の心理①」において、共通性がみら

れる科目はなかった。 

同行援護従業者養成研修 内容 

比較 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

障
害
者
（
児
）
の
心
理
① 

４章 １．先天性視覚障害者

の心理 × 

１４章 先天性盲ろ

う児・者のコミュニケ

ーションと支援 

４．情報障害・コミュニケー

ション障害が子どもの発

達・成長によぼす影響 

盲ろう児の教育と

支援 

４章 ２．中途視覚障害者の

心理 ①失明直後 
× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

２．疾病のために、短期間で

盲ろうになった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

４章 ２．中途視覚障害者の

心理 ②失明が落ち着いた

ら 
× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

２．疾病のために、短期間で

盲ろうになった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

４章 ２．中途視覚障害者の

心理 ③再出発に向けて 

× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

２．疾病のために、短期間で

盲ろうになった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

３．盲ベースで中年期に盲ろ

うとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

４章 ５．職場での心理 ①

視覚障害者の職業 
× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

３．盲ベースで中年期に盲ろ

うとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

４章 ５．職場での心理 ②

就労現場での心理 
× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

３．盲ベースで中年期に盲ろ

うとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

４章 ５．職場での心理 ③

就労継続における問題 
× 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

１．ろうベースで比較的若い

ときに盲ろうとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 

３章 盲ろう者の日

常生活とニーズ 

３．盲ベースで中年期に盲ろ

うとなった事例 

盲ろう者の日常生

活とニーズ 
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５．情報支援と情報提供 

研修科目で比較すると、共通している内容は「盲ろう通訳技術の基本」（必修）が最も多

く、「移動介助実習Ⅰ」（必修）に該当している内容もある。 

一方、研修内容で比較した結果では、「情報支援と情報提供」において、共通性がみられ

る科目はなかった。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

情
報
支
援
と
情
報
提 

５章 １．言葉による情報

提供の基礎 
× 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

１．一対一のコミュニケーショ

ンにおける配慮 

盲ろう通訳技術の

基本 

５章 ２．移動中の口頭に

よる情報支援 

× 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

２．通訳 ②状況説明 盲ろう通訳技術の

基本 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動介

助の流れ ・危険地帯・障害物

の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動介

助の流れ ・移動時の情報提供

（道の目印、周囲の状況等） 

移動介助実習Ⅰ 

５章 ３．状況や場面別で

の情報提供 
× 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

２．通訳 ②状況説明 盲ろう通訳技術の

基本 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

６．通訳技術の活用における留

意点 

盲ろう通訳技術の

基本 

 

６．代筆・代読の基礎知識 

研修科目で比較すると、共通している内容は「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の

業務」（必修）が最も多く、次いで「盲ろう者のコミュニケーション技法と留意点」（必修）、

「盲ろう者福祉制度概論」（選択）が多くなっている。さらに、「盲ろう通訳技術の基本」（必

修）に該当している内容もある。 

一方、研修内容で比較した結果では、「代筆・代読の基礎知識」において、共通性がみら

れる科目はわずかであった。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

代
筆
・
代
読
の
基
礎
知
識 

６章 １．代筆 ①代筆

とは何か 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

１．通訳・介助員の業務 通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

２．通訳・介助員が必要とさ

れる場面 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

６章 １．代筆 ②代筆

の際の配慮 
× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 ③

買い物 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派 ４．通訳・介助業務の実際 ④ 通訳・介助員派遣
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遣事業と通訳・介助員の

業務 

通院 事業と通訳・介助

員の業務 

６章 １．代筆 ③記入

が終わったら 
- 

      

６章 １．代筆 ④場面

別代筆の仕方 × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 ④

通院 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

６章 １．代筆 ⑤代筆

をしないほうが良い場合 
- 

      

６章 ２．代読 ①代読

とは何か × 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

１．通訳・介助員の業務 通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

６章 ２．代読 ②何を

読むか 

× 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

２．通訳・介助員が必要とさ

れる場面 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 ③

買い物 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 ④

通院 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 ⑤

通院 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

６章 ３．点字・音訳の

基礎 ①点字の基礎 × 

８章 指点字と点字通訳

の方法と技術 

１．指点字 ②点字のしくみ 盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

６章 ３．点字・音訳の

基礎 ②音訳の基礎 

○ 

４章 音声通訳の方法と

技術 

１．音声とは 盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

４章 音声通訳の方法と

技術 

４．音声によるコミュニケー

ション・通訳での留意点 

盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

１１章 盲ろう者通訳技

術の基本 

２．通訳 ②状況説明 盲ろう通訳技術の

基本 

６章 ４．情報支援機器

の種類 ①点字関連の機

器 

△ 

８章 指点字と点字通訳

の方法と技術 

２．機器を使った点字通訳 盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

１７章 盲ろう者福祉制

度概論 

３．身体障害者手帳の交付に

よって受給資格が得られる

サービス ②日常生活用具

等給付事業 

盲ろう者福祉制度

概論 

６章 ４．情報支援機器

の種類 ②音訳（音声訳）

関連の機器 

× 

４章 音声通訳の方法と

技術 

２．聞こえやすい環境づくり 盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

１７章 盲ろう者福祉制

度概論 

３．身体障害者手帳の交付に

よって受給資格が得られる

サービス ①補装具費等支

給事業 

盲ろう者福祉制度

概論 

６章 ４．情報支援機器

の種類 ③墨字関連の機

器 

× 

５章 筆記通訳の方法と

技術 

３．パソコン通訳の方法 盲ろう者のコミュ

ニケーション技法

と留意点 

６章 ５．自ら署名・押

印する方法など 
- 
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７．同行援護の基礎知識 

研修科目で比較すると、共通している内容は「通訳・介助員の心構えと倫理」（必修）が

最も多く、次いで「盲ろう者福祉制度概論」（選択）、「盲ろう通訳技術の基本」（必修）、「移

動介助実習Ⅰ」（必修）が多くなっている。また、「盲ろう者概論」（必修）、「通訳・介助員

派遣事業と通訳・介助員の業務」（必修）、「視覚・聴覚障害の理解」（必修）に該当してい

る内容もある。 

一方、研修内容で比較した結果でも、「同行援護の基礎知識」においては、多くの科目で

共通性がみられた。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

同
行
援
護
の
基
礎
知
識 

７章 １．基本的な考え方 ①

同行援護従業者に求められる

もの 

○ 

１章 盲ろう者概論 ６．盲ろう者のニーズと通

訳・介助 ②通訳・介助員が

基本的に目指すもの 

盲ろう者概論 

７章 １．基本的な考え方 ②

移動支援技術における情報提

供とは 
○ 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・移動時の情報

提供（道の目印、周囲の状況

等） 

移動介助実習Ⅰ 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

２．通訳 ②状況説明 盲ろう通訳技術の

基本 

７章 ２．視覚障害者への接し

方 ①対等な立場で ○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

４．受容的態度～盲ろう者の

言葉や態度を柔軟に受け止

め、理解する 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ２．視覚障害者への接し

方 ②特性への配慮とは？ ○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

５．自己決定の尊重～思いや

願いを盲ろう者自身の力で

叶えられるようにする 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ２．視覚障害者への接し

方 ③サービス提供者として 
○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

６．業務専念義務～責任をも

って業務に取り組む 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ２．視覚障害者への接し

方 ④主人公は誰なのか？ ○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

５．自己決定の尊重～思いや

願いを盲ろう者自身の力で

叶えられるようにする 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ２．視覚障害者への接し

方 ⑤まとめ 
○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

６．業務専念義務～責任をも

って業務に取り組む 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ３．同行援護中の留意点 

①既往歴の確認 
○ 

      

７章 ３．同行援護中の留意点 

②声掛けやあいさつ ○ 

１３章 通訳・介助

員派遣事業と通訳・

介助員の業務 

４．通訳・介助業務の実際 

①待ち合わせ 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

７章 ３．同行援護中の留意点 

③同行援護の前の確認 
× 

      

７章 ３．同行援護中の留意点 

④同行援護中の確認 

○ 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

５．環境調整（重要性と留意

点） ①状況理解の重要性 

盲ろう通訳技術の

基本 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

２．通訳 ②状況説明 盲ろう通訳技術の

基本 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・危険地帯・障

害物の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 
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１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・移動時の情報

提供（道の目印、周囲の状況

等） 

移動介助実習Ⅰ 

７章 ３．同行援護中の留意点 

⑤同行援護従業者の心がけ 

○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

６．業務専念義務～責任をも

って業務に取り組む 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

７．守秘義務～盲ろう者のプ

ライバシーを守る 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

１３章 通訳・介助

員派遣事業と通訳・

介助員の業務 

４．通訳・介助業務の実際 通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

７章 ３．同行援護中の留意点 

⑥同行援護従業者としての留

意点 

○ 

１０章 通訳・介助

員の心構えと倫理 

２．事前準備～業務に必要な

具体的準備を整える 

通訳・介助員の心

構えと倫理 

７章 ４．同行援護の留意点 

○ 

１１章 盲ろう者通

訳技術の基本 

６．通訳技術活用の留意点

（優先順位、ニーズ把握、簡

潔・的確な表現等） 

盲ろう通訳技術の

基本 

２章 視覚・聴覚障

害の理解 

２．見えにくさについて ⑤

見えにくさの理解と対処方

法 

視覚・聴覚障害の

理解 

７章 ５．歩行に関係する補装

具・用具の知識 ①歩行補助具 

△ 

１７章 盲ろう者福

祉制度概論 

３．身体障害者手帳の交付に

よって受給資格が得られる

サービス ①補装具費支給

制度（支給される補装具の具

体例） 

盲ろう者福祉制度

概論 

７章 ５．歩行に関係する補装

具・用具の知識 ②光学的補助

具 △ 

１７章 盲ろう者福

祉制度概論 

３．身体障害者手帳の交付に

よって受給資格が得られる

サービス ①補装具費支給

制度（支給される補装具の具

体例） 

盲ろう者福祉制度

概論 

７章 ６．日常生活動作に関係

する用具の知識 

△ 

１７章 盲ろう者福

祉制度概論 

３．身体障害者手帳の交付に

よって受給資格が得られる

サービス ②日常生活用具

等給付事業（日常生活用具と

して認められる福祉用具の

具体例） 

盲ろう者福祉制度

概論 

７章 ７．環境と移動に伴う機

器 ①視覚障害者にとっての

歩行環境 

- 

      

７章 ７．環境と移動に伴う機

器 ②物理的環境と人的環境 
- 
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８．基本技能 

研修科目で比較すると、共通している内容は「移動介助実習Ⅰ」（必修）、「盲ろう疑似体

験」（必修）、「通訳・介助実習Ⅰ」（必修）が最も多く、「通訳・介助員派遣事業と通訳・介

助員の業務」（必修）、「通訳・介助実習Ⅱ」（選択）に該当している内容もある。 

なお、「基本技能」においては、研修内容での比較結果の記述はない。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

基

本

技

能 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

８章 １．あいさつから基

本姿勢までの動作 ①基本

的な考え方 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ①基本

姿勢 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 １．あいさつから基

本姿勢までの動作 ②あい

さつ - 

１３章 通訳・介助員派

遣事業と通訳・介助員の

業務 

４．通訳・介助業務の実際 通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 １．あいさつから基

本姿勢までの動作 ③あい

さつから基本姿勢へ 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ①基本

姿勢 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ２．基本姿勢と留意

点 ①腕を組む場合 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ①基本

姿勢 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ２．基本姿勢と留意

点 ②基本姿勢と留意点 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ①基本

姿勢 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ３．してはいけない

こと 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ③やっ

てはいけない動作 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ４．歩行、曲がる ①

歩き始め 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ①移動

の予告 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ４．歩行、曲がる ②

停止 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ４．歩行、曲がる ③

曲がる 
- 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ４．歩行、曲がる ④

方向転換 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ 

移動介助実習Ⅰ 

８章 ４．歩行、曲がる ⑤

スロープ 
- 

      

８章 ４．歩行、曲がる ⑥

またぐ 
- 
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８章 ５．狭い場所の通過 

①縦に並ぶ手順と戻り方 - 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ②

狭い場所の通過 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ５．狭い場所の通過 

②他の方法 - 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ②

狭い場所の通過 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ６．ドアの通過 

- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ③

ドアの通過 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ７．いすへの誘導 

①座面の四角い背もたれの

あるいすの場合 
- 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ①

椅子への着席 

移動介助実習Ⅰ 

（盲ろう疑似体験） （盲ろう疑似体験） 盲ろう疑似体験 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ７．いすへの誘導 

②長いすの場合 
- 

      

８章 ７．いすへの誘導 

③丸いすの場合 
- 

      

８章 ８．段差・階段 ①

一段の段差 - 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ④

段差の昇降・通過 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ８．段差・階段 ②

階段 - 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑤

階段の昇降 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

８章 ９．交通機関の利用

の基本 - 

１２章 盲ろう者の移

動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑨

電車の乗降 

移動介助実習Ⅱ 

（通訳・介助実習Ⅱ） （通訳・介助実習Ⅱ） 通訳・介助実習Ⅱ 
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９．応用技能及び交通機関の利用 

研修科目で比較すると、共通している内容は「移動介助実習Ⅰ」（必修）、「通訳・介助実

習Ⅰ」（必修）、「移動介助実習Ⅱ」（選択）が最も多くなっている。 

なお、「基本技能」においては、研修内容での比較結果の記述はない。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

応
用
技
能
及
び
交
通
機
関
の
利
用 

 ９章 １．環境に応じた歩行 

①歩車道区別のない道路 
- 

      

９章 １．環境に応じた歩行 

②歩道 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・危険地帯・障

害物の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

９章 １．環境に応じた歩行 

③横断 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・危険地帯・障

害物の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

９章 １．環境に応じた歩行 

④混雑時 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

１．移動介助の基本 ②移動

介助の流れ ・危険地帯・障

害物の際の判断 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

９章 ２．さまざまな階段 ①

踊り場がある階段 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑤

階段の昇降 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

９章 ２．さまざまな階段 ②

らせん階段 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑤

階段の昇降 

移動介助実習Ⅰ 

９章 ２．さまざまな階段 ③

幅広の階段 
- 

      

９章 ２．さまざまな階段 ④

不規則な幅の階段 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑤

階段の昇降 

移動介助実習Ⅰ 

９章 ２．さまざまな階段 ⑤

土留めの階段や木道の階段 
- 

      

９章 ３．さまざまなドア ①

自動ドア 
- 

      

９章 ３．さまざまなドア ②

回転式のドア 
- 

      

９章 ３．さまざまなドア ③

スイングドア 
- 

      

９章 ４．エレベーター 

- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑦

エレベーターの乗降 

移動介助実習Ⅱ 

（通訳・介助実習Ⅱ） （通訳・介助実習Ⅱ） 通訳・介助実習Ⅱ 

９章 ５．エスカレーター ①

上りの場合 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑥

エスカレーターの乗降 

移動介助実習Ⅱ 

（通訳・介助実習Ⅱ） （通訳・介助実習Ⅱ） 通訳・介助実習Ⅱ 

９章 ５．エスカレーター ②

下りの場合 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑥

エスカレーターの乗降 

移動介助実習Ⅱ 

（通訳・介助実習Ⅱ） （通訳・介助実習Ⅱ） 通訳・介助実習Ⅱ 

９章 ６．車の乗降 

- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑪

タクシーの乗降 

移動介助実習Ⅱ 

（通訳・介助実習Ⅱ） （通訳・介助実習Ⅱ） 通訳・介助実習Ⅱ 
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１０．場面別基本技能 

研修科目で比較すると、共通している内容は「移動介助実習Ⅰ」（必修）、「通訳・介助実

習Ⅰ」（必修）が最も多く、次いで「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」（必修）、

「他の障害を併せ持つ盲ろう者の生活と支援」（選択）が多くなっている。 

なお、「場面別基本技能」においては、研修内容での比較結果の記述はない。 

同行援護従業者養成研修 
内容 

比較 
盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

科
目
名 

テキスト内容 
日盲連

の意見 

項目比較 

※１４章以降が選択科目 
科目名 

場

面

別

基

本

技

能 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１０章 １．食事 ①食事支

援の基礎 
- 

１３章 通訳・介助員

派遣事業と通訳・介助

員の業務 

４．通訳・介助業務の実際 

⑤食事（外食） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 １．食事 ②食堂の

場合 
- 

１３章 通訳・介助員

派遣事業と通訳・介助

員の業務 

４．通訳・介助業務の実際 

⑤食事（外食） 

通訳・介助員派遣

事業と通訳・介助

員の業務 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 １．食事 ③お弁当
の場合 - 

      

１０章 １．食事 ④懐石料
理の場合 

- 
      

１０章 １．食事 ⑤円卓の
場合 

- 
      

１０章 １．食事 ⑥洋食の
場合 

- 
      

１０章 １．食事 ⑦バイキ
ング形式の場合 

- 
      

１０章 １．食事 ⑧他に注
意すべき項目 

- 
      

１０章 ２．トイレ ①基本

的な考え方 
- 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

- （通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 ２．トイレ ②種類

の選択 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 ２．トイレ ③個室

のトイレ - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 ２．トイレ ④男性

の小便器 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 ２．トイレ ⑤洗面

台までの移動 - 

１２章 盲ろう者の

移動介助の基本 

２．場面別移動介助方法 ⑧

トイレの利用 

移動介助実習Ⅰ 

（通訳・介助実習Ⅰ） （通訳・介助実習Ⅰ） 通訳・介助実習Ⅰ 

１０章 １１．車いす利用の

視覚障害者への対応 ①車

いすの構造と各部の名称 

- 

１６章 他の障害を

併せ持つ盲ろう者の

生活と支援 

２．平衡障害や肢体不自由が

ある場合（支援方法） 

他の障害を併せ持

つ盲ろう者の生活

と支援 

１０章 １１．車いす利用の

視覚障害者への対応 ②車

いす視覚障害者への対応の

方法 

- 

１６章 他の障害を

併せ持つ盲ろう者の

生活と支援 

２．平衡障害や肢体不自由が

ある場合（支援方法） 

他の障害を併せ持

つ盲ろう者の生活

と支援 
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Ⅳ．盲ろう者の移動支援に係る研修についての整理 

 

１．盲ろう者の移動支援に免除科目と考えられるもの 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修および同行援護従業者養成研修のそれぞれの研修修

了者が効率的に両研修を修了できるよう、両研修の共通している内容の科目を免除科目と

できないか、検討委員会にて検討を行った。 

免除科目の検討にあたり、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の有識者である全国盲ろう

者協会と、同行援護従業者養成研修の有識者である日本盲人会連合それぞれが、両研修の

カリキュラムおよびテキスト内容を比較し、共通している内容があるか整理した。比較の

対象になった両研修の内容は、「Ⅲ．盲ろう者向け通訳・介助員養成カリキュラムと同行援

護従業者養成カリキュラムの比較」（P.36）にて提示している。 

その結果、同行援護従業者養成研修の以下２項目においては、盲ろう者向け通訳・介助員

養成研修において共通している内容が多いとの結論に至った。 

 

 

 

 

免除科目を設定する場合、一部でも内容の共通していない科目を免除科目に設定してし

まうと、必要な内容が履修することが出来ずに、結果として両研修修了者の質の低下を招

いてしまう危険性もあり、科目の内容がどの程度一致していればよいのかという判断が求

められる。 

上記の科目については共通している内容が多いという点での合意は得られたが、具体的

な免除科目設定までの合意は得られなかった。しかしながら、今後さらに検討を進めるこ

と、また、両研修のカリキュラムおよびテキストの修正を実施することによっても、免除

科目を設定できる可能性はある。 

全国盲ろう者協会においては、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修のカリキュラム及び

テキスト内容を修正していくことも視野に入れて検討している。同様に、日本盲人会連合

も盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の内容を視野に入れつつ、今後研修内容の改訂を検

討している。 

また、免除科目を設定するにあたって、地域におけるばらつきについても懸念の声が上

がっている。現在、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修は、各自治体の裁量による運用が

なされており、地域によっては規定の時間数の研修が実施されていない、実習方法に違い

がある等、地域間格差が大きいことが報告されている。免除科目を設定するにあたり、そ

うした地域間格差の解消も視野に入れて検討していく必要がある。 

  

共通している内容が多い同行援護従業者養成研修の科目 

障害・疾病の理解① 

同行援護の基礎知識 
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２．盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の修正の方向性 

 

全国盲ろう者協会としては、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修のテキスト及びカリキ

ュラム変更を次のような方向で検討している。 

 

（１）視覚障害者（児）の福祉サービス 

①テキストにおける対応の方向性 

本科目に必修の「盲ろう者概論」を対応させる。具体的には、選択の「盲ろう者福祉

制度概論」のうち、本科目の共通・類似項目にあたる箇所を「盲ろう者概論」に盛り込

むべく整理する。また、「移動支援と同行援護」に対応する内容としては、通訳・介助員

派遣事業と同行援護の相違や共通性についての記述を盛り込むべく整理する。 

「視覚障害者の移動支援制度の変遷  ②支援費制度における制度」については、支援

費制度に対応する盲ろう者を主対象とする福祉サービスは存在しなかったことから、こ

れに対する内容についての加筆はしないこととする。 

 

②カリキュラムにおける対応の方向性 

「盲ろう者概論」の目的に、「福祉制度の理解」についての内容を盛り込む。 

 

（２）同行援護の制度と従業者の業務 

①テキストにおける対応の方向性 

本科目は、現時点で概ね「通訳・介助員の心構えと倫理」、「通訳・介助員派遣事業と

通訳・介助員の業務」の科目にて網羅されている。 

その上で、免除科目を設定に向けて以下の通り内容を整理する。 

・「１．同行援護概論」を「盲ろう者概論」及び「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助

員の業務」に盛り込む。 

・「２．同行援護従業者の職業倫理 ⑤グループ（チーム）としての対応、⑪障害者虐

待防止法について、⑫障害者差別解消法、⑬個人情報保護法」、「６．リスクマネジ

メント ②支援中の確認、④災害対応の確認」を「通訳・介助員の心構えと倫理」

に盛り込む。 

・「４．同行援護制度の利用」、「５．同行援護従業者の業務 ⑦記録やメモを残す」を

「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」に盛り込む。 

・「８．移動に関係する制度 ④タクシー、⑤路面電車、⑥乗船券、⑦航空券、⑧公共

施設の入場券」を「盲ろう者の移動介助の基本」に盛り込む。 
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（３）障害・疾病の理解① 

①テキストにおける対応の方向性 

本科目中の対応していない部分は、「視覚・聴覚障害の理解」に盛り込むべく整理する。 

 

（４）障害者（児）の心理① 

①テキストにおける対応の方向性 

「盲ろう者の日常生活とニーズ」では成育歴や障害歴、それに伴う心理的変遷を３つ

の語りの中から描いているが、それらの語りをもとにした心理状態や望ましい支援につ

いての解説を盛り込むべく整理する。 

 

②カリキュラムにおける対応の方向性 

「盲ろう者の日常生活とニーズ」の内容に、「盲ろう者の心理とサポートのあり方」を

盛り込む。 

 

（５）情報支援と情報提供 

①テキストにおける対応の方向性 

本科目は、「盲ろう通訳技術の基本」、「盲ろう者の移動介助の基本」（「移動介助実習Ⅰ」

（必修））中で網羅されている。 

 

（６）代筆・代読の基礎知識 

①テキストにおける対応の方向性 

本科目については、「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」、「盲ろう者のコミ

ュニケーション技法と留意点」において対応すべく整理する。具体的には、「１．代筆」

及び「２．代読」については、通訳・介助員のテキストでも触れられているものの、代

筆の場面、代読する文書の種類などが同行援護ではより詳細に説明されている。これを

踏まえ、「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」中で、代筆、代読が必要とされ

る状況をより細かく盛り込むべく整理する。 

また、本科目中の対応していない部分は、「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業

務」に盛り込むべく整理する。 

 

②カリキュラムにおける対応の方向性 

「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務」の内容に、代読・代筆を含めた業務

内容についての文言を盛り込む 
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（７）同行援護の基礎知識 

①テキストにおける対応の方向性 

 以下の通り内容を整理する。 

・「３．同行援護中の留意点 ①既往歴の確認、③同行援護の前の確認」を「通訳・介

助員の心構えと倫理」に盛り込む。 

・「７．環境と移動に伴う機器 ①視覚障害者にとっての歩行環境、②物理的環境と人

的環境」を「盲ろう者の移動介助の基本」に盛り込む。 

・「５．歩行に関係する補装具・用具の知識」を「盲ろう者福祉制度概論」から「盲ろ

う者の移動介助の基本」に移動。 

・「６．日常生活動作に関係する用具の知識」を「盲ろう者福祉制度概論」から「盲ろ

う者の日常生活とニーズ」に移動。 

 

（８）基本技能 

①テキストにおける対応の方向性 

「４．歩行、曲がる ⑤スロープ、⑥またぐ」、「７．いすへの誘導 ②長いすの場合、

③丸いすの場合」については、「盲ろう者の移動介助の基本」に盛り込むべく整理する。 

また、「９．交通機関の利用の基本」については、「盲ろう者の移動介助の基本 ２．

場面別移動介助方法 ⑨電車の乗降」」で取り上げているが、選択科目中の「移動介助実

習Ⅱ」もしくは「通訳・介助実習Ⅱ」で実習を行うこととしており、必修科目中の「移

動介助実習Ⅰ」もしくは「通訳・介助実習Ⅰ」に盛り込むべく整理する。 

 

②カリキュラムにおける対応の方向性 

「移動介助実習Ⅰ」の内容に、「交通機関の利用の基本」を盛り込む。そのため、「移

動介助実習Ⅰ」の時間数を２時間から４時間に増やすことを検討する。その一方で、「盲

ろう者のコミュニケーション技法と留意点」、「盲ろうコミュニケーション実習」を１時

間ずつ減らす。 

 

（９）応用技能及び交通機関の利用 

①テキストにおける対応の方向性 

「１．環境に応じた歩行 ①歩車道区別のない道路」と「２．さまざまな階段 ③幅

広の階段、⑤土留めの階段や木道の階段」、「３．さまざまなドア ①自動ドア、②回

転式のドア、③スイングドア」については、「盲ろう者の移動介助の基本」に盛り込む

べく整理する。 
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②カリキュラムにおける対応の方向性 

「４．エレベーター」、「５．エスカレーター ①上りの場合、②下りの場合」、「６．

車の乗降」については、「盲ろう者の移動介助の基本 ２．場面別移動介助方法」にお

いてそれぞれ取り上げているが、選択科目中の「移動介助実習Ⅱ」もしくは「通訳・

介助実習Ⅱ」で実習を行うこととしている。そのため、「通訳・介助実習Ⅰ」の内容に、

「エスカレーター・エレベーターの利用など」を盛り込む。 

 

（10）場面別基本技能 

①テキストにおける対応の方向性 

「１．食事」については、「通訳・介助員派遣事業と通訳・介助員の業務 4.通訳・介

助業務の実際」中の記述を厚くする。 

 

②カリキュラムにおける対応の方向性 

「１１．車いす利用の視覚障害者への対応」については、「他の障害を併せ持つ盲ろう

者の生活と支援」で取り上げているが、基本的事項を「移動介助実習Ⅰ」で取り上げる

べく整理する。 
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３．同行援護従業者養成研修の修正の方向性 

 

同行援護従業者養成研修のカリキュラム及びテキストを修正するにあたり、以下の点を

盛り込んだ修正を行う必要性がある。 

  

（１）同行援護従業者の質の担保 

 現在、同行援護従業者の質の確保の必要性についての議論が実施されており、現行の

同行援護従業者養成研修では十分な質が確保できていないことが、日本盲人会連合の課

題の一つとしてあがっている。その要因の一つとして、同行援護従業者養成研修のカリ

キュラムが、実際の同行援護の提供に合致していないことがあげられる。具体的には、

現在の同行援護従業者養成研修は、一般課程と応用課程の二つに分けられており、一般

課程の研修を修了すれば、応用課程までを修了したサービス提供責任者の下、同行援護

の提供ができる形になっている。しかしながら、一般課程での実習時間等が少ないこと、

利用される頻度の高い公共交通機関での支援方法が応用課程に分類されている等、一般

課程を修了しただけでは利用者の安全性の確保に懸念がある状況となっている。それら

を解消し、同行援護従業者の質を担保するために、同行援護従業者養成研修のカリキュ

ラムを見直す必要がある。 

 

（２）盲ろう者へのサービスの提供 

  同行援護は、制度としては盲ろう者も支援対象としているが、現状の同行援護従業者

養成研修のカリキュラムにおいては、盲ろう者を支援するために必要な内容が不足して

いる状態となっている。しかしながら、平成 30年度障害福祉サービス等報酬改定におい

て、盲ろう者が同行援護を利用しやすくするための方針が示された以上、同行援護従業

者は盲ろう者にも対応する必要が生じてくる。本研究の成果である盲ろう者向け通訳・

介助員が同行援護を提供できるようになるのとは別に、視覚障害者を対象としている同

行援護従業者においても、盲ろう者に関する障害特性や視覚障害者とのコミュニケーシ

ョン方法の違い等、盲ろう者に関する基礎知識を学ぶ必要がある。 

  その上で、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修との免除科目の設定に向けて、盲ろう

者向け通訳・介助員養成研修を視野に入れた同行援護従業者養成研修の新カリキュラム

を作成していくことを検討する必要がある。 

  さらに、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の内容についても、同行援護のテキスト

に合わせて改訂していくことも合わせて必要になる。 
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Ⅳ．盲ろう者の移動支援に係る研修についての今後の方向性 

 

１．今後の課題 

本年度の研究結果より、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研

修の両研修における免除科目を設定するには、両研修のカリキュラムの修正を実施する必

要性が明らかになった。そのため、次年度以降は、両研修のカリキュラムを修正した新し

いカリキュラム案を作成し、免除科目を検討する必要がある。 

免除科目を設定するためには、同行援護従業者養成研修の研修内容に盲ろう者向け通

訳・介助員養成研修の内容をすり合わせ、免除科目が設定しうる盲ろう者向け通訳・介助

員養成研修の新カリキュラムを作成する必要がある。そのためには、まず同行援護従業者

養成研修の新カリキュラムを確定しなければならない。 

同行援護従業者養成研修の新カリキュラム策定に向けた検討は、現在も日本盲人会連合

内で進められている。来年度以降に、日本盲人会連合が検討している新カリキュラム素案

をもとに、カリキュラムに盛り込むべき要素や研修時間数等の検討を行い、必要に応じて

アンケート調査やヒアリング調査を実施することで新カリキュラム案確定のためのエビデ

ンスを獲得していく必要がある。 

併せて、同行援護従業者養成研修の新カリキュラム素案をもとに、盲ろう者向け通訳・

介助員養成研修にて同行援護を包括できる科目の作成について検討を実施し、検討結果を

もとに盲ろう者向け通訳・介助員養成研修の新カリキュラム案を作成していく。 

 両研修の新カリキュラム案を確定した後に、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同

行援護従業者養成研修の免除科目の検討を行う。 

 

２．研修内容の改訂の必要性 

（１）同行援護従業者養成研修 

①同行援護従業者養成研修の修正 

  前述の通り、同行援護従業者養成研修の新カリキュラム素案作成が急務となる。現

在、日本盲人会連合にて「Ⅳ．盲ろう者の移動支援に係る研修についての整理」の「３．

同行援護従業者養成研修の修正の方向性」にて記載した方向性に合わせた新カリキュ

ラム及びそれに準じたテキストの作成に関する検討が進められている。 

検討の方向性としては、一般課程と応用課程を一体化した 32時間の研修カリキュラ

ムにて、新カリキュラム素案を作成することを想定している。しかしながら、新規の

同行援護従業者が減少している昨今、資格取得のための研修時間を大幅に延長するこ

とが更なる同行援護従業者の減少につながる可能性もある。新規の同行援護事業者の

減少は、同行援護事業所自体の減少につながる恐れがあり、結果として同行援護を求

める利用者に同行援護を提供できなくなる懸念がある。 

  そうした懸念も併せて内部検討をすすめ、次年度以降には新カリキュラム素案をも

とに、カリキュラムに盛り込むべき要素や研修時間数等の検討を行い、必要に応じて
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利用者・事業者に対する研修時間の妥当性等のアンケート調査やヒアリング調査を実

施することで新カリキュラム案確定のためのエビデンスを獲得していく必要があると

考えられる。 

 

②都道府県の研修における実施上の留意事項 

  同行援護従業員養成研修のカリキュラム及びテキストを修正していくにあたり、同

時に研修実施の際の留意事項等を記載した研修ガイドラインを作成する必要がある。

現在、研修の実施方法については、都道府県及び実施機関等の判断のもと実施されて

いる。しかしながら、研修の実施実態を見てみると、実技科目をビデオ鑑賞のみで受

講することが認められている、実技科目の移動時間が研修時間に包括されているかど

うかの取り扱いに差がある、研修日程に休憩時間が設定されていない等の課題が散見

される。それにより、同行援護従業者の質の低下や地域格差が生じており、それらの

課題を早急に解決する必要がある。そのため、取り扱いが曖昧になっている実施方法

についての留意事項をまとめた研修ガイドラインの作成が求められる。 

  来年度の事業においては、同行援護従業者養成研修のカリキュラム及びテキストの

修正と合わせて、「同行援護従業者養成研修研修ガイドライン」の作成についても検討

していく。 

 

（２）盲ろう者向け通訳・介助員養成研修 

 「Ⅳ．盲ろう者の移動支援に係る研修についての整理」の「２．盲ろう者向け通訳・

介助員養成研修の修正の方向性」をもとに、盲ろう者向け通訳・介助員養成研修のカ

リキュラム及びテキストの修正を実施していく。また、次年度には同行援護従業者養

成研修のカリキュラム及びテキストの修正案が提示されることから、その修正案をも

とに両研修における免除科目を設定できるよう、検討していくことが必要であろう。 
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Ⅴ．同行援護サービスにおいて盲ろう者向け通訳・介助員が行うイメージ 

 盲ろう者向け通訳・介助員養成研修と同行援護従業者養成研修の免除科目を設定するに

あたり、実際に同行援護従業者養成研修の免除科目を受けた盲ろう者向け通訳・介助員が

同行援護を提供するイメージを共有した。免除を受けた盲ろう者向け通訳・介助員は、盲

ろう者に対してのみ同行援護を提供するイメージは共有されており、そのうえでのサービ

ス提供方法について及びその課題について、以下にまとめた。 

 

１．盲ろう者向けの同行援護サービスを提供するにあたってのイメージ 

①イメージ１：同行援護事業所に盲ろう者向け通訳・介助員が登録するイメージ 

 ■イメージ 

   盲ろう者向けの同行援護が提供可能な盲ろう者向け通訳・介助員（以下、「盲ろう

者向け同行援護従業者」という。）が、同行援護事業所に支援員として登録し、盲ろ

う者の同行援護利用者にサービスを提供していくイメージ。盲ろう者向け同行援護

従業者は、利用者が盲ろう者である場合に派遣することを想定し、利用者が視覚障

害者である場合は派遣しないことを想定する。（同行援護従業者養成研修を受講済み

の場合は派遣を想定。） 

   また、盲ろう者は、単一の視覚障害者と比較して個別性が高く、支援をするため

には盲ろう者の障害特性に合致した支援を提供する必要性がある。そのため、利用

者が盲ろう者向け通訳・介助を使用する際に支援をしているのと同じ支援員が、同

行援護の際にも支援することを想定している。 

  

 ■課題 

    盲ろう者向け同行援護従業者は、制度上は単一の視覚障害者への支援が可能とな

っている。盲ろう者向け同行援護従業者が盲ろう者の利用者にのみ支援を実施する

かどうかは、登録している同行援護事業所の判断によるものとなる。しかしながら、

同行援護事業所の中には人材不足である事業所も多く、事業所によっては盲ろう者

向け同行援護従業者が単一の視覚障害者の利用者へ派遣する可能性がある。その場

合、単一の視覚障害者への対応のスキルと盲ろう者への対応のスキルの使い分けが

十分にできるのかなどが懸念される。 

 

②イメージ２：新たに盲ろう者向けの同行援護事業所を立ち上げるイメージ 

■イメージ 

 盲ろう者向け同行援護従業者が所属している事業所が、新たに盲ろう者向けの同

行援護事業所を設立し、盲ろう者の利用者に対して支援員を派遣していくイメージ。

盲ろう者向けの通訳・介助員の所属している事業所が運営するため、現在は盲ろう

者向け通訳・介助で利用している利用者に対して、同行援護の提供が可能となる。

また、イメージ１と同様に、盲ろう者向け通訳・介助と同じ支援員でのサービスが
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提供可能となる。 

 同行援護事業者リストとしては登録されるため、視覚障害者の利用者が来ること

は想定されるが、盲ろう者向けの同行援護事業所であることを説明し、近隣の単一

視覚障害者向けの同行援護事業所へ利用者を紹介することは可能である。 

 

 ■課題 

  課題としては、新規に同行援護事業所を設立する場合に、事業所として運営して

いくために一定の利益及び人員の確保が必要となってくることがあげられるだろう。

盲ろう者への同行援護の支援のみで事業所を維持することが可能であるのか、また、

難しい場合にどのように事業所を維持していくのかが課題となってくる。 

  また、近隣に視覚障害者向けの同行援護事業所がある場合には、視覚障害者との

棲み分けは可能となるが、人口が少なく、視覚障害者向けの同行援護事業所がない

地域であれば、単一の視覚障害の利用者にも支援をせざるを得なくなってくること

も想定される。その場合、上記「イメージ１」と同様の懸念が生ずる。 

 

 

２．理想的な運用イメージ 

盲ろう者向け通訳・介助員養成研修及び同行援護従業者養成研修の両研修の全ての科目

を修了した支援者を育成することである。そうした支援者であれば、盲ろう者と視覚障害

者のどちらの支援方法も会得しているため、利用者の障害特性に関係なく支援することが

できる。利用者としても、どちらにも対応できる支援者であれば安心して支援をしてもら

うことができるだろう。事業者としても、両者に対応できる支援者がいることはメリット

となる。また、当の支援者としても、両者に対応できれば、安定的に仕事を受けられると

いうメリットが出てくる。 

  しかしながら、そうした支援者を育成するためには、現在の研修であれば、盲ろう者向

け通訳・介助員養成研修の共通科目（42 時間）及び選択科目（42 時間）を合計した 84 時

間、同行援護従業者養成研修の一般課程（20時間）及び応用過程（12時間）を合計した 32

時間の研修をすべて受講する必要がある。それらの膨大な研修時間を受講し、多くの支援

者を育成していくのはハードルが高いと言わざるを得ない。 
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